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原子力発電

CO2排出抑制効果 約296万トン-CO2 約59万トン-CO2→原子力発電の約1/5 約85万トン-CO2→原子力発電の約1/4

敷地面積 0.6k㎡→福岡 ヤフオク!ドーム約9個分 約58k㎡→原子力発電の約97倍
→福岡 ヤフオク!ドーム約830個分

約214k㎡→原子力発電の約350倍 
→福岡 ヤフオク!ドーム約3,060個分

太陽光発電 風力発電

　太陽光・風力発電（100万kWあたり）のCO２排出抑制効果量は、当社の全電源平均と比較した場合で試算すると、１年あたり、

太陽光発電では約59万トン-CO２（設備利用率14％の場合）、風力発電では約85万トン-CO２（設備利用率20％の場合）です。

　これに対して、原子力発電（100万kW）のCO２排出抑制効果量は、１年あたり、約296万トン-CO２（設備利用率70％の場合）と

なります。

　また、太陽光や風力発電はエネルギー密度が低いため、大量導入には広大な敷地面積が必要となります。

《 原子力・太陽光・風力発電によるCO2排出抑制効果と敷地面積の比較（100万kW相当） 》

出典：敷地面積については、電気事業における環境行動計画2015年度版から抜粋。

【参考】 100万kWあたりの太陽光・風力発電によるCO２排出抑制効果について

《 バイオマス発電・廃棄物発電設備とCO2排出抑制量（2016年度） 》 単位：kW
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【 廃棄物の削減にも寄与するバイオマス発電の推進 】
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社外ステークホルダーのご意見
再エネや自然エネルギーを活用する方法を研究してほしい

廃棄物の削減にも寄与するバイオマス発電の推進
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潮流発電機

【 周辺環境との調和を考慮した風力発電の推進 】
　開発に向けた風況調査等を行い、長期安定的かつ経済的な発電が可能な有望地点において、

周辺環境との調和も考慮したうえで、グループ会社とともに開発を推進しています。

　グループ会社の串間ウインドヒル（株）は、宮崎県串間市において、串間風力発電所

（64,800kW、2020年10月運転開始予定）の建設を2016年9月に開始しました。これにより、年間

約51,800トンのCO２排出抑制につながると試算しています。

　また、同じくグループ会社の九電みらいエナジー（株）は、佐賀県唐津・鎮西地区における風力

発電事業（最大28,000kW程度、2020年着工予定、2022年運転開始予定）の開始に向けた環境ア

セスメント（環境影響評価）を実施しています。
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※1：2016年度の販売電力量あたりのCO2 排出量（調整後）を使用して試算。
※2：グループ会社による開発。
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《 風力発電設備とCO2排出抑制量（2016年度） 》 単位：kW
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太陽光発電については、太陽光発電の概要とあわせて、
メガソーラー大牟田発電所の発電状況をリアルタイムで公開。

リアルタイムデータ（メガソーラー大牟田発電所）
九州電力詳細は

風力発電については、風力発電の概要とあわせて、長島風力発電所
（グループ会社の長島ウインドヒル（株））の発電状況をリアルタイムで公開。

リアルタイムデータ（長島風力発電所）
九州電力詳細は 関連・詳細情報（P2参照）

大村メガソーラー発電所

《 太陽光発電設備とCO2排出抑制量（2016年度） 》
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※1：2016年度の販売電力量あたりのCO²排出量（調整後）を使用して試算。
※2：グループ会社（九電みらいエナジー（株）、宗像アスティ太陽光発電（株））による開発。
※3：共同開発（レナトス相馬ソーラーパーク：43,500kW）を含む。

※1：グループ会社による開発。
※2：既設石炭火力発電所における混焼。
※3：2016年度の販売電力量あたりのCO2 排出量（調整後）を使用して試算。
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【 発電所の跡地等を活用した太陽光発電の推進 】
　当社発電所跡地等を活用したグループ会社によるメガソーラー開発に取り組んで

おり、九電みらいエナジー（株）は、2016年8月に大村メガソーラー第4発電所（長崎

県大村市）の運転を開始しました。これにより、当発電所（第1～第4）の総出力は

17,480kWとなり、2016年度は約11,800トンのCO2排出量を抑制しました。また、

同社は、2017年2月、九州域外では初めてとなる東広島メガソーラー発電所（広島県

東広島市、出力1,000kW）の運転を開始しました。

【 潮の満ち干きを利用した潮流発電の実証事業 】
　九電みらいエナジー（株）と特定非営利活動法人長崎海洋産

業クラスター形成推進協議会他2社からなるコンソーシアム

（共同事業体）は、環境省が公募した潮流発電技術実用化推進事

業に事業者として選定され、長崎県五島市沖の奈留瀬戸海域

で、国内初となる商用スケールで大規模な潮流発電（2,000kW）

の実証に向け、潮流調査を開始しています。（実証期間：2016年

～2019年の予定）

　エネルギー資源の確保及びCO2排出抑制の観点から、バイオマ
スの有効活用が望まれています。私は、未利用バイオマスである

『竹』に着目し、持続可能な発電用燃料として、当社の火力発電所
で石炭と混焼して、高効率で電気エネルギーに変換する技術につ
いて研究しています。
　一方、竹は一般的に、水分や繊維質が多く、燃焼後の灰が溶け
やすい等の課題があるので、ボイラ等の燃料としては使用が難しい
ことがわかっています。そこで、燃料の取扱いや燃焼方法等の多く
の項目について検討する必要があり、社内外の多くの方々の協力
をいただきながら取組みを進めています。
　かつてエジソンが、竹を白熱電球のフィラメントに採用し、電気に
よる明かりを発明したように、再び『竹』が「ずっと先まで明るくしてく
れれば」と思っています。

総合研究所
エネルギー開発グループ

江 頭  孝

石炭混焼燃料としての
竹バイオマス活用を研究しています

え が し ら 　  た か し

　バイオマス発電は、経済性や燃料の安定調達面等に加え、廃棄物の削減にも寄与することか

ら、石炭火力発電所において石炭とバイオマス資源を混合し燃料として使用するバイオマス混焼

に取り組んでおり、苓北発電所では木質チップ、松浦発電所では固形化した下水汚泥を石炭に

混ぜて、ボイラーの燃料として使用しています。

　さらに、グループ会社のみやざきバイオマスリサイクル（株）では、鶏糞を燃料としたバイオマス

発電の安定操業を継続するなど、廃棄物の削減にグループ一体となって取り組んでいます。

　また、将来的な実現可能性として、九州地方に賦存量が多く、樹木と比べ圧倒的に早いサイクルで成長する「竹」に着目し、石炭火力発電

所での混焼用燃料としての利用について研究するなど、バイオマス燃料の選択肢拡大にも積極的に取り組んでいます。

　関連・詳細情報（P2参照）

形　式

出　力

直　径

高　さ

重　量

回転数

センターオープン方式
海底設置型

2,000kW

約16m

約27m

約1,200t

10～16回転/分

〔基本仕様〕
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http://www.kyuden.co.jp/megasolar-monitor/MegaSolar_Omuta.html
http://www.kyuden.co.jp/effort_renewable_windpower_nagashima.html
http://www.kyuden.co.jp/environment_booklet_action-report17_word.html

